
教科名 美術 科目 美術 週授業時間 1.5時間 

 

１．教科書および副教材・参考書 

美術１（開隆堂出版） 

 

２．授業の目標および内容 

授業を通して創造活動の喜びを味わい、美術を愛好し尊重する心情を養い、表現意欲を高め、

技能の向上を図ります。 

1 学年では生徒自身に親しみのあるものから着想して美術作品を制作します。表現活動をする

上でどこを観察し、何を思考し、どのように表現するのかを学びます。 

 

1学期は、色彩学の基礎を学び、自身が使用するトートバッグをデザインします。 

2学期は、遠近法の基礎を学び、校内の風景を描きます。 

3学期は、陰影による立体表現の基礎を学び、鉛筆による静物デッサンを行います。 

 

３．試験について 
 

 １学期 ２学期 ３学期 

定期試験 一次 なし 二次 なし 一次 なし 二次 なし 期末 なし 

学力試験 第１回 なし 第２回 なし 第３回 なし 
 

内容・難易度について 

① 定期試験：無              

            

② 学力試験：無 

 

 

４．課題・補習について 

状況に応じて課題・補習がある場合があります。 

 

５．評価の視点 

講評（言語化・文章化）や制作時間中の「言葉がけ」、また「鑑賞」として各自の作品を紹介す

る等の評価活動をします。 

観点別評価では、知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度について、Ａ

ＢＣ３段階で学習状況を評価します。 

 

 

 

 



授業計画 

学期 単 元 学 習 内 容 備 考 

１ 

 

 

 

 

 

美術への導入 

 

 

 

 

デザインの基本 

 

 

 

鑑賞 

さまざまな芸術作品を鑑賞し、美術の

魅力を味わいます。色彩学を中心とし

た造形の基礎的な理論について学び

ます。 

 

色彩学の知識を用いて、美術の道具入

れとして自身が 3年間使用するトート

バッグをデザインします。 

 

完成したバッグの魅力をプレゼンテ

ーションし鑑賞することで、互いの理

解を深めます。 

スケッチブック 

トートバッグ 

アクリル絵具 

２ 

 

 

 

風景画 

遠近法の基本 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞 

描画材としての鉛筆の扱い方を学び、

明暗による立体表現の基礎を身につ

けます。 

 

遠近法を用いた空間表現の方法を学

びます。その理論を用いて、校内で思

い入れのある場所を選び、写実的な風

景画を描きます。 

 

古今東西の優れた風景画を鑑賞しま

す。お互いの作品を鑑賞します。 

スケッチブック 

鉛筆 

アクリル絵具 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉛筆デッサン 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞 

陰影による立体表現を用いて、モチー

フを写実的に描きます。 

まず、古典的なデッサンの練習方法に

従い、手本を模写し、陰影表現の基本

を身につけます。 

そのあと、各自が「好きな食べ物」を

テーマに撮影した写真を用いて、デッ

サンを行います。 

 

描いた食べ物の紹介、作品の魅力など

を発表します。 

スケッチブック 

鉛筆 

 


